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会社概要

会社名 ムトー精工株式会社

本社 岐阜県各務原市

創 業 1956年6月

上場市場 東証スタンダード市場上場(7927)

事業内容

プラスチック成形用金型及びプラスチック精密部品の

製造・販売

各種設計業務並びに技術支援

プリント配線基板の設計・検査・販売

セグメント
プラスチック成形事業

プリント基板事業(2セグメント)

従業員数

（連結）
2,975名（2026年3月31日現在）

会社概要 会社方針

プラスチックの無限の可能性を世界にお届けします
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PurposeとValue

Purpose

Value

プラスチックの持つ無限の可能性を形にして

社会に届ける

事業目的

重きをおく価値観

品質と技術をベースにした

進取のモノづくり

顧客と社会への

責任と貢献

多様性と

快活な社風

1 2 3
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プラスチック成形事業

97%

プリント基板事業

3%

2026年3月期

売上高

29,688百万円

主要事業

プラスチック成形事業

プリント基板事業

デジタルカメラ・ビデオカメラ等のデジタル家電、カーナビゲーション・エアコンを含

むセンターパネルユニット、ＥＣＵケース、ＥＴＣ等の自動車関連機器及び

電子ペンの製造・販売、

それに伴う金型の製造・販売及び各種設計業務並びに技術支援

プリント配線基板の設計・検査・販売

売上構成

カメラ部品 プリンター給紙部品 車載部品 電子ペン
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◼ 日系企業の工場が多い地域に製造・販売拠点

◼ 海外工場も金型製作設備を保有し、金型設計・製作から樹脂成形までの一貫生産

工場 主な生産品目

ムトー精工（本社・岐阜） 車載部品

ムトーベトナム カメラ部品、車載部品、ヘルスケア部品

ムトーテクノロジーハノイ プリンター部品、車載部品、住宅設備関連部品

ムトータイランド カメラ部品、車載部品、プリンター部品

豊武光電（蘇州）有限公司 カメラ部品、電子ペン、車載部品

地域別売上高

日本

29%

ベトナム

25%

タイ

25%

中国

11%

その他アジア

6%

その他

4%

2026年3月期

売上高

29,688百万円

ムトー精工㈱

大英エレクトロニクス㈱

豊武光電(蘇州)有限公司

ムトーテクノロジーハノイ CO.,LTD

ムトーベトナム CO.,LTD.

ムトータイランド CO.,LTD.

主な納入先

デンソー 東海理化

ワコム パナソニック

ソニー キヤノン等

製造・販売拠点
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出荷

ビジネスの流れ

◼ 国内外の各工場で自社製作の金型を用いて射出成形して出荷するだけでなく、二次加工や組立にも対応

顧
客
企
業
（
国
内
・
海
外
）

提案・販売

相談

金型の設計・製作から樹脂成形までの一貫生産

金型製作

金型レイアウト・設計

金型 生産

組立

検

査

成形

レーザー 蒸着

塗装 印刷

射出成形

二次加工

タテ型成形

ヨコ型成形

インサート成形

二色成形
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長期業績推移

22,474
24,085

25,813

23,376

20,848
19,217

20,226

26,169 26,315
27,574

29,688

▲472

532

1,383

964
1,095 1,138

638

1,746
1,827

2,047
2,325

2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3

売上高 営業利益

売上高と営業利益推移

◼ コロナ禍の影響を脱した2023年3月期以降、増収営業増益。26年3月期は過去最高の売上高・営業利益

◼ 26年3月期はHEV向けなどの自動車部品やミラーレスデジカメ部品が好調に推移

単位：百万円

（期）
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特長・強み

02
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当社の強み

顧客基盤

当社
製品

設計者

Win-Winの

関係構築

事業

設計力

技術力

一貫生産
アジア5拠点で

設計・製作
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二次加工

成形した樹脂部品に蒸着・印刷・レーザー等で

スイッチのマークなどを加飾

外観検査の自動化

AIを活用し、成形後の樹脂部品の外観検査を自

動化

作業者の負担軽減と不良品出荷率を引き下げ

インサート成形

樹脂部品の成形と一緒にヒンジやねじ穴など

金具も一体成形、顧客の樹脂部品の精度向

上や納期短縮に貢献

各種自動化設備を自社開発

樹脂部品に金具を挿入・取出しをする取出機など

を自社開発しノウハウを囲い込み

成形+αの

付加価値を提供

①技術力：樹脂成形のノウハウ

◼ 7トン～460トンの樹脂成形機を約570台保有、二色成形、インモールド成形、インサート成形などもできる技術力を持つ

◼ 各種自動化設備を自社開発し、成形時のノウハウを囲い込み

樹脂成形機を約570台保有

樹脂成形機を国内外5拠点に約570台保有

顧客工場に近い拠点で樹脂成形品を出荷

金型設計力・製作力

製作前に詳細な形状解析、試作TRY回数を削減

拠点間でデータを共有、連携して金型製作～量産成形
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①技術力：フリーブレンド成形

◼ 2024年5月にフリーブレンド工法の特許を持つ㈱第一精工舎と業務提携

◼ ㈱第一精工舎から製造を受託し、新たな素材のプラスチック製品について量産を開始、工法技術の共同開発も進める

◼ フリーブレンド工法はプラスチックと目的物（金属等）をパウダー状のまま射出成形するため、多様な材料の配合が可能

現状の射出成形

フリーブレンド工法

成形原料
（ペレット）

プラスチック

元原料
（パウダー）

原油 ナフサ

配合
プラスチック製品

プラスチック製品配合 パウダーのまま射出成形

射出成形

パウダー状のプラスチックと目的材を射出成形時に結合させる添加剤や結合ノウハウ

金属や陶器、食品廃棄物などの目的材を50％以上（最大80％）配合した製品を

成形可能

ペレットにできる原料のみ配合

•射出成形用金型の設計・製作技術

•大量生産できる生産能力

•目的材の特性に応じた添加剤や成形ノウハウ

•射出成形機

フリーブレンド成形での両社の強み
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フリーブレンド成形の特長

製品：トイレットペーパーホルダー、浴槽ハンドル、門扉、ポスト等

金属粉末をブレンド

金属の重量感や高級感・美しさを演出

高比重配合

プラスチック

元原料
（パウダー）

製品：植木鉢など園芸用品等

高環境配合

稲の籾殻や牡蠣、卵殻などをブレンド

廃棄物を活用し、プラスチックの使用量を削減

プラスチック

元原料
（パウダー）

製品：リールボディ、竿受けヘッド、イスの背もたれガード・脚等

高強度配合

ガラス繊維やカーボン繊維を配合

デザイン性と高い強度を同時に実現

プラスチック

元原料
（パウダー）

©MUTO SEIKO CO. 13

製品：マスカラ アウターボトル、コンパクト、引き出しフロントパネル等

アルミ、パール、ラメ、雲母などを高配合

塗装を必要とせず各素材の美しさを表現

塗装レス

アルミ

パール

ラメ

プラスチック

元原料
（パウダー）



②金型製作から樹脂成形までの一貫生産

金型技術者

約320名

金型製作能力

月産125型

樹脂成形機

約570台

金型設計

樹脂素材で異なる

粘度や融点・ガラス

移転温度、量産性を

考慮して金型設計

樹脂素材の知識

フィードバック

生産依頼

金型製作

1μの精度

1ミクロン単位の精度

で金型製作

最短1か月で製作

大量生産にも対応

樹脂成形

高い歩留まり

素材や形状により、

成形温度や成形時

間を設定し、高い歩

留まりを実現

製品

短納期・大量生産

国内外5拠点で金型

から一貫生産

顧客工場の近くで生

産し納期短縮

樹脂成形時の品質

安定性や量産のし

易さも踏まえて、製

品設計者にフィード

バック、仕様を確定

顧客へフィードバック

顧客設計者

規模
注：規模はいずれも当社グループの数値
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中国

工場

③顧客の工場に近いところで生産

◼ 日本、ベトナム、タイ、中国に工場を持ち、それぞれの工場が金型製作から一貫生産

◼ 現地の工場から顧客工場へ直接納品することでスピーディーに対応でき、顧客企業のサプライチェーン短縮に貢献

顧

客

企

業

月産金型製作

能力
25型 15型 50型 30型 5型

樹脂成形機 84台 99台 146台 177台 62台

従業員数 449名 198名 1,034名 994名 282名

当

社

東南アジア

工場

日本

工場

豊武光電

（蘇州）

日本：開発

ムトー精工

（単体）
ムトーベトナム

ムトー

テクノロジーハノイ
ムトータイランド
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C

プリンター部品 デジカメ・ビデオカメラ部品

自動車関連部品電子ペン

④バランスの取れた顧客基盤

◼ 日系大手企業向けを主力に、自動車部品関連、デジタルカメラ・ビデオカメラ、プリンター、電子ペンなどの樹脂部品を販売

◼ 金型製作からの一貫生産による高品質、グローバル展開による納期対応力などが顧客から評価

14%

9%

29%

5%

2026年3月期

プラスチック成形事業

売上高

 296億円

金型

その他

32%

13%
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2026年3月期業績

03
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決算サマリー

• 過去最高の売上高ならびに利益を計上。売上高は自動車関連部品やカメラ部品の好調で前期比8％増収

増収等により14％営業増益、前期に計上した子会社清算や譲渡に伴う特別損失がなくなり、純利益は32％増益

• 部門別では、プラスチック成形事業は自動車関連部品やカメラ部品が増収となり、原料高の影響を吸収して9％増収、

3％増益。プリント基板事業はセラミック基板の検査が好調で、売上高は56％増収、営業利益も97％増益

• 配当性向40％を目標としており、純利益が増加したことに伴い、配当を従来予想の101円から115円に増配予定

• 2025年3月から順次稼働したテックフォルテ工場は、樹脂成形から組立までの一貫生産を開始。一貫生産により、狙

い通りHEV・EVなど自動車関連部品の受注増加につながり、増収に貢献

2026年3月期実績

2027年3月期予想

• 売上高は4％増収予想。自動車関連部品などプラスチック成形事業、プリント基板事業ともに増収を見込む

• 営業利益は33％増益予想。プラスチック成形事業で増収に加えて自動化・省力化効果等を見込むことや、利益率の

高いプリント基板事業の増収を見込むため

• 為替差損益を見込まないことから経常利益は12％増益、タイ子会社の累損解消に伴う税率の上昇から当期純利益

は前期並みを予想

• 配当方針を変更。株主資本配当率（DOE）4.8％以上とし、安定した増配を目指す

• 2027年3月期の配当はDOE4.8％となる前期比2円増配の117円を予想

©MUTO SEIKO CO. 18



業績概況（PL）

◼ 過去最高の売上高ならびに利益を計上。売上高は自動車関連部品やカメラ部品の好調で前期比8％増収

◼ 増収等により14％営業増益、さらに前期に計上した子会社清算や譲渡に伴う特別損失がなくなり、純利益は32％増益

◼ 従来予想比では、売上は上振れたが、原料高等もあり営業利益はやや未達、為替差益等により経常利益は上振れ

（百万円）

2025/3期 2026/3期 期比較

実績 売上比(%)
従来予想

(25年11月)
売上比(%) 実績 売上比(%) 前期比(%) 予想比

売上高 27,574 100.0 27,000 100.0 29,688 100.0 7.7 △10.0

売上総利益 5,550 20.1 - - 5,910 19.9 6.5 -

販管費 3,503 12.7 - - 3,584 12.1 2.3 -

営業利益 2,047 7.4 2,400 8.9 2,325 7.8 13.6 △3.1

為替差損益 356 1.3 0 - 297 1.0 △16.5 -

経常利益 2,579 9.4 2,400 8.9 2,768 9.3 7.3 15.4

親会社に帰属する

当期純利益 1,510 5.5 1,750 6.5 1,990 6.7 31.8 13.7

1株当たり純利益 214.05円 251.29円 286.00円 33.6 13.8

１株当たり配当金 94.5円 101.0円 115.0円 21.7 13.9
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セグメント別業績

◼ プラスチック成形事業は自動車関連部品やカメラ部品が増収となり、原料高の影響を吸収して増収増益

◼ プリント基板事業はセラミック基板の検査が引き続き好調で、売上高は56％増収、営業利益も97％増益

◼ 24年10月に子会社のタチバナ精機の株式を譲渡し、精密プレス部品事業から撤退。25年3月期は上期分のみ計上

（百万円）

2025/3期 2026/3期 期比較

実績 売上比(%) 実績 売上比(%) 前期比(%)

売上高 27,574 100.0 29,688 100.0 7.7

プラスチック成形事業 26,604 96.5 28,863 97.2 8.5

精密プレス部品事業 498 1.8 - - -

プリント基板事業 534 1.9 832 2.8 55.7

調整額 △63 - △8 - -

営業利益 2,047 7.4 2,325 7.8 13.6

プラスチック成形事業 1,821 6.8 1,872 6.5 2.8

精密プレス部品事業 △4 △0.9 - - -

プリント基板事業 230 43.1 453 54.4 96.6

調整額 0 - 0 - -

©MUTO SEIKO CO. 20



用途別売上高

◼ HEV向けが大きく伸長した自動車関連部品や、ミラーレス中心にデジタルカメラ部品が好調で、いずれも2桁増収

◼ プリント基板は検査設備の増強に加えて、難易度の高い検査も受け入れ、大幅増収

◼ プレス部品はタチバナ精機の売却により24年10月でビジネス終了

（百万円）

2025/3期 2026/3期 期比較

実績 売上比(%) 実績 売上比(%) 前期比(%)

売上高 27,574 100.0 29,688 100.0 7.7

自動車関連部品 8,397 30.5 9,360 31.5 11.5

デジタルカメラ・ビデオカメラ部品 7,328 26.6 8,533 28.7 16.4

プリンター部品 3,876 14.1 3,762 12.7 △2.9

電子ペン部品 1,785 6.5 1,413 4.8 △20.8

金型 2,372 8.6 2,547 8.6 7.4

プレス部品 415 1.5 - - -

プリント基板 534 1.9 832 2.8 55.7

その他 2,862 10.4 3,237 10.9 13.1
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営業利益増減益要因

営業利益増減益要因

◼ 2026年3月期の営業利益は増収効果を主因に前期比2.7億円増加

◼ 増収効果により4.2億円の増益となったが、材料費の上昇等により売上総利益率が0.2ポイント低下

◼ 販管費は人件費や減価償却費の増加、増益に伴う租税公課の増加で、0.8億円増加

425

△65
△81

2,325

2,047

25/3期

営業利益

増減収効果 売上総利益率上昇効果 販管費増減 26/3期

営業利益

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

営業利益：278百万円増加

為替 25/3期 152.5円/USドル

 26/3期 151.0円/USドル

売上総利益率低下の主な内訳

材料費上昇 △116

人件費増減 △37

外注費増減 +69

販管費増減の主な内訳

人件費増減 △56

減価償却費増減 △10

租税公課 △44

単位：百万円
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2027年3月期業績予想

04
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業績予想

◼ 自動車関連部品などプラスチック成形事業、プリント基板事業ともに増収を見込み、売上高は4％増収

◼ プラスチック成形事業で増収に加え自動化等の効果や、利益率の高いプリント基板事業の増収で、営業利益は33％増益

◼ 為替差損益を見込まず経常利益は12％増益、タイ子会社の累損解消に伴う税率の上昇から当期純利益は前期並み

◼ 配当方針をDOE4.8％以上で安定した増配を目指す方針に変更、同基準に基づき27年3月期も2円増配の117円を予想

（百万円）

2026/3期実績 2027/3期予想 期比較

実績 売上比(%) 予想 売上比(%) 前年比(%) 売上比増(pt)

売上高 29,688 100.0 31,000 100.0 4.4 -

営業利益 2,325 7.8 3,100 10.0 33.3 2.2

為替差損益 297 0.3 0 - - -

経常利益 2,768 9.3 3,100 10.0 12.0 0.7

親会社株式に帰属する

当期純利益
1,990 6.7 2,000 6.5 0.5 △0.2

1株当たり当期純利益 286.00円 287.37円 0.5%

1株当たり配当金 115.0円 117.0円 1.7%

為替 151.0円/ドル 155.0円/ドル
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セグメント別業績予想

◼ セグメント別では、引き続き自動車関連部品とデジカメ部品の増収を見込み、プラスチック成形事業は4％増収を予想

増収効果に加えて、自動化や省力化により利益率の改善を見込み、セグメント利益は39％増益を予想

◼ プリント基板事業は基盤検査の能力を増強し、引き続き増収増益を予想

（百万円）

2026/3期 2027/3期 期比較

実績 売上比(%) 予想 売上比(%) 前年比(%) 売上比増(pt)

売上高 29,688 100.0 31,000 100.0 4.4 -

プラスチック成形事業 28,863 97.2 30,000 96.8 3.9 △0.4

プリント基板事業 832 2.8 1,000 3.2 20.2 0.4

調整額 △8 - 0 - - -

営業利益 2,325 7.8 3,100 10.0 33.3 2.2

プラスチック成形事業 1,872 6.5 2,600 8.7 38.9 2.2

プリント基板事業 453 54.4 500 50.0 10.4 △4.4

調整額 0 - 0 - - -
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減価償却費設備投資

設備投資・減価償却費

◼テックフォルテ新工場向けの大型投資は2025年3月期で一巡、26年3月期はテックフォルテ工場での成形機の増設や、

他工場での合理化・省力化投資を中心に12億円の投資

◼ 27年3月期も合理化・省力化投資を中心に15億円の設備投資を計画

931

1280 1319

2880
2753

1209

1500

21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

予想

1207
1299

1481 1427
1295 1306 1300

21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

予想

単位：百万円 単位：百万円
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テックフォルテ工場（新工場）の概況

◼ 計画通り2025年3月から順次稼働、樹脂成形から組立までの一貫生産を開始

◼ 一貫生産により、狙い通りHEV・EVなど自動車関連部品の受注増加につながり、売上増加に貢献

◼ 本社工場や岐阜工場も含めた生産品目の再編は実施中、生産量増加もあり物流センターも統合は今後の課題

◼ 岐阜工場の空きスペースにフリーブレンド工法の成形機を設置、生産拠点として活用を開始

新工場の概要 主な生産品目

総投資額（概算） 約30億円

着工 2024年1月

竣工 2025年1月

工場床面積 9,653㎡

事業内容
樹脂成形・組立

（第2期で二次加工も追加）

生産品目 ECUケース等の自動車用部品等

岐阜県各務原市
直線距離で約500ｍ

本社工場

岐阜工場
テックフォ

ルテ工場

物流

センター

生産品目再編

による効率化

移管
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新中期経営計画
(2027年3月期～2029年3月期)

05
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前中期事業戦略（2024年3月期～26年3月期）振り返り

◼ 営業利益は20億円超の目標を上回る24億円と目標達成

◼ ROEも10.1％まで回復し目標を達成、10％以上を安定して継続することが課題

©MUTO SEIKO CO. 29

数値目標

営業利益

20億円超

を目指す

ROE  10％以上

を維持する
ROE   10.1％

26年3月期実績

営業利益

24億円



前中期事業戦略施策の振り返り①

「攻め」の戦略：利益増大に向けた事業戦略
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戦略内容 成果と課題

技術開発

３D積層型
短納期型等以外は3D積層盛り込んだ

得意先へのさらなるアピールが今後の課題

減プラスチック
ヒートアンドクール、ホットランナーなど減プラスチックの技術は確立、

今後、コストダウンを進め採用品目の拡大を狙う

自動化
外観カメラ検査はじめ各部署での自動化運用を推進、

今後検査品目を追加

フリーブレンド成形 成形ノウハウのさらなる蓄積と新用途を顧客にアピール

営業戦略 顧客軸と技術軸 展示会等の積極的参加、上記新技術の売り込み

新工場 未来志向のスマート工場
2025年3月に稼働したテックフォルテ工場の生産拡大に合わせ、

仕入から出荷までの自動化を推進

DX

工場DX 新基幹システムの稼働に向けて準備中、2027年3月期中の稼働を目指す

バックヤードDX 申請書類等のペーパーレスを実現、引き続きDX化を推進

インタフェイス改善 パソコンを更新し、一部得意先など社外持ち出しも可能に



前中期事業戦略施策の振り返り②

©MUTO SEIKO CO. 31

戦略内容 成果と課題

コンプライアンス

啓蒙活動 全社員対象の研修実施

制度の定着 毎期の課題を設定し、その課題に対する研修を実施

環境

カーボンニュートラルに向けた

取り組み
カーボンニュートラルに向けたロードマップを策定

廃棄プラスチック削減 環境方針に掲げた。今後、廃棄プラスチック問題の対応を進める

人的資本の充実

教育訓練 研修内容の充実を図り、階層別研修を実施

ワークライフバランス

健康経営優良法人に5年連続で認定、

今後も継続を目指す

男性の育休取得比率100%達成

時間外勤務への管理を徹底

海外グループ各社との交流 コロナ禍後に技術交流会を開催、今期以降も継続開催

「守り」の戦略：企業の根幹の強化とコンプライアンス



新中期経営計画（2027年3月期～29年3月期）

重点戦略
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提案型営業強化

高付加価値ビジネス拡大

事業成長戦略

技術力・収益力の向上

アウトプット最大化

金型戦略

次世代を担う組織の醸成経営基盤・人的資本

モノづくり・DX変革

次世代生産モデルの確立

品質保証

データ駆動型マネジメント完遂

高収益・高効率経営を実現

財務・資本戦略



財務・資本戦略

◼ 資本の効率的な活用と利益の質を重視する経営にシフト
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ROE10％以上の達成

株主還元と財務規律の両立

株主還元

ＤＯＥ*

4.8%以上

成長投資

設備投資

40億円

従業員への還元

増益による

ベースアップ

財務規律

DEレシオ

1倍以下

• グループの資産管理のIT化・早期化による資金効率改善

• 基幹システム活用により、棚卸資産を30％削減し、総資産回転率上昇

• テックフォルテ工場内倉庫スペースの有効活用や物流拠点集約により

物流スペース30％削減

キャッシュフロー最大化と資産効率改善

* DOE=年間配当総額 / 前年度末株主資本。株主資本 = 純資産 - 非支配株主持分 - その他の包括利益累計額



金型戦略

◼ 技術力・収益力向上とアウトプット最大化

◼ 金型事業を「ムトーの競争力の源泉」として再定義、技術革新によるお客様の価値向上と生産量の増大を推進
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顧客価値向上 生産量増大

• 金型製作日程の短縮により、顧客の製品

開発～量産までの期間短縮に貢献

• 各種センサー配置による「金型のスマート化」を

推進し、品質を安定化

• 測定機導入と専門人材育成による加工NG

率の低減による金型製作日数短縮

▸生産能力増強

• CADの設置台数増加と、CADを使用する人

材育成による設計能力増強

• 工作機械への投資による生産能力増強

• 加工NG比率低減による加工件数増加

▸稼働率改善

• 定期メンテナンスの徹底と加工エリア最適化

による機械稼働率向上

• 進捗・納期の見える化と、工程ごとの進捗管

理強化による稼働率改善

• 修正工数削減による新型加工比率向上

▸修正工数削減



事業成長戦略

◼ 提案型営業の強化により、2029年3月期の売上高を320億円へ

◼ フリーブレンド事業の成長（＝高付加価値ビジネス拡大）、2029年3月期に10億円の売上を目指す
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• 営業状況と課題の「見える化」を推進

（国内から海外拠点へ順次拡大）

• 技術部門と顧客の設計上の課題を共有、

解決策を提示し、高付加価値を案件獲得

• 顧客の付加価値増加につながる提案により、

インフレに対応する価格改定の推進

提案型営業の定着 フリーブレンド事業の成長

• 第一精工舎と開発案件の初期段階から連

携し、スピード感ある技術提案を実施

• 中型・大型成形機*の導入を進め、受注可

能製品サイズを拡張

• ショールーム開設による新規顧客の取り込み

• スプリングフィーダー方式の導入やベント式スク

リューの改造、自動材料配合設備の導入によ

る省人化と品質の安定化の推進

* 中型成形機は200トン～450トン、大型成形機は450トン超～850トン（当社定義）



フリーブレンド成形の売上目標

◼ 既存量産品の受注拡大と、顧客開拓による新たな配合品の量産により、2029年3月期には10億円の売上を目指す
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1.2

10

25

2026/3期 2029/3期 2032/3期

フリーブレンド成形品の売上計画

（億円）

第一精工舎と提携

試作を開始

2024年5月

2025年3月期

2026年3月期

2027年3月期～

既存量産品の受注拡大と

新たな配合品の量産

木粉入製品やホタテ貝殻入

製品の量産を開始



モノづくり・DX変革／品質保証

◼ デジタルと自動化を融合させ、高効率な生産体制構築

◼ 不良を作らず、見逃さず、データで改善する体制を盤石に
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モノづくり・DX変革 品質保証

• 成形機と自動機を増設、生産能力を1.5倍

に引き上げ

• 工程の自動化から工場全体の自動化へ

深化

• 工場生産技術部門を発足させ、設備仕様

設計の内製化と生産の自動化を加速

• 設備部品製作に３Dプリンタを活用し、費用

削減や外注コスト削減を推進

• AIを活用した管理帳票の分析や金型修正履

歴等の検索により、初期歩留まりを改善

• 検査のDX化と効率化

帳票のシステム化への完全移行と、QRコード

検索導入による検査時間短縮

カメラによる自動検査ラインの構築と横展開

• 工程内不良データをDX化し、品質実績を早

期に製造現場に通知することで、品質意識

向上と不良率を低減

• 成形・組立・外装など各工程の品質評価を

自動化し、品質意識を向上

• 「準備状況」「初期品質」「クレーム目標」を数

値化し、立ち上げ品質を評価・改善



経営基盤・人的資本強化

◼ 1企業の根幹である「ITインフラ」と「人」への投資を継続
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新人事制度と人材育成 グローバルの一体感と多様性ITインフラの刷新

• 新基幹システムの27年3月期中の

稼働を完遂し、AIの高度活用や

業務の電子化・自動化を推進

• 新人事制度の定着

• 資格手当の充実

• 階層別研修や自由参加の

募集型研修のそれぞれを充実

• 海外短期トレーニー制度による

海外拠点との人材交流を推進

• 柔軟な勤務体制の検討

• 女性・障がい者・高齢者が活躍

できる仕組みづくりの推進



新中期経営計画の経営理念・スローガン
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提案型営業強化

高付加価値ビジネス拡大

事業成長戦略

技術力・収益力の向上

アウトプット最大化

金型戦略

高収益・高効率経営への転換

財務・資本戦略

ムトー100年の礎を作る
プラスチック加工と金型で圧倒的な競争力を創造する

経営理念・スローガン



配当の推移

17.5 20.0 18.5

73.5

100.0
94.5

115.0 117.0

19.9%

54.2%

25.5%

40.5% 40.0%

44.1%

40.2% 40.7%

1.0% 1.1% 1.1%

4.5% 5.1% 4.4% 5.1% 4.8% 4.8%

20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

予想

29/3期

目標

配当（円） 配当性向（％） DOE（％）

配当と配当性向

◼ 配当方針を変更、従来の40％の配当性向目標から、株主資本配当率（DOE）4.8％以上とし、安定した増配を目指す

◼ 2026年3月期の年間配当は従来予想の101円から14円増配の115円を予定、配当性向は40.2％

◼ 27年3月期もDOE4.8％となる前期比2円増配の117円を予想
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* DOE=年間配当総額 / 前年度末株主資本。株主資本 = 純資産 - 非支配株主持分 - その他の包括利益累計額

配当方針の変更

DOE4.8％以上

安定した増配を目指す



ROE

ROEの推移

◼ 2026年3月期のROEは、純利益が前期比31.8％増益となったことを主因に10.1％へ上昇

◼ 次期中期経営計画中に、ROE10％以上を安定して継続できる体制を構築する

5.5%

2.3%

4.1%

9.0%

10.6%

8.3%

10.1%

10％以上

20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 29/3期

目標

ROE
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応

▏売上・利益拡大

• CAD整備や成形機・自動機導入による生産能力増強

• フリーブレンド成形事業の成長

▏利益率の向上

• 金型稼働率上昇や生産日数短縮による効率化

• 工場全体の自動化による効率改善

• 提案型営業推進による高付加価値品の受注拡大

▏在庫圧縮・資金管理効率化

• 基幹システム活用や物流拠点集約により、

在庫を30％削減

• グループ全体の資金管理をIT化・早期化し資金効率改善

▏株主還元

• 2027年3月期から配当方針を変更、株主資本配当率

4.8％以上とし、安定した増配を目指す。27年3月期も

前期比2円増配を計画

• 短期業績悪化時も安定した配当を継続することで、株

価の過度な変動を低減する

▏IR活動を強化

• 決算説明資料の充実や決算説明会を実施するなどIR

活動を強化

▏投資家への成長戦略の浸透

• 決算説明会で新中期経営計画を説明

資産効率向上

利益率改善・

利益成長

ROEの改善

(ROE 10％以上目標)

期待成長率の引き上げ

資本コストの抑制

株主資本の適正化

PERの上昇
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企業価値

最大化



Appendix

06
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貸借対照表

◼ 売上増加に伴い棚卸資産が増加、テックフォルテ工場の設備増強により有形固定資産が増加

◼ 利益増加等により有利子負債を削減し57億円のネットキャッシュ、自己資本比率も64.3％と財務は健全

（百万円） 2025/3期末 2026/3期末 前期末比増減

総資産 31,027 32,563 1,536

流動資産 19,910 20,775 864

（内、現預金） 10,367 10,873 505

（内、売上債権） 5,193 4,825 △367

（内、棚卸資産） 3,718 4,426 708

固定資産 11,116 11,788 671

（内、有形固定資産） 10,293 10,630 337

負債 11,717 10,634 △1,083

（内、有利子負債） 6,653 5,107 △1,546

純資産 19,309 21,929 2,619

負債純資産 31,027 32,563 1,536
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キャッシュ・フロー計算書

◼ 利益の増加を主因に営業キャッシュフローは37億円と前期比14億円増加

◼ テックフォルテ工場新設などの投資が一巡したことにより、投資キャッシュ・フローは11億円のマイナスと前期比13億円減少

（百万円） 2025/3期 2026/3期 前期比増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,273 3,703 1,429

税金等調整前当期純利益 2,293 2,784 490

減価償却費 1,295 1,306 11

売上債権の増減額（△は増加） △256 620 876

棚卸資産の増減額（△は増加） △100 △470 △370

仕入債務の増減額（△は減少） △455 169 625

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,498 △1,137 1,361

有形固定資産の取得による支出 △2,662 △1,354 1,307

財務活動によるキャッシュ・フロー 379 △2,570 △2,949

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,150 △1,137 △2,287

長期借入れの増減額（△は減少） 242 △424 △667

自己株式の取得により支出 △119 △130 △10

配当金の支払い額 △766 △733 32

現金及び現金同等物の期末残高 8,284 9,025 740

フリーキャッシュ・フロー △224 2,566 2,790
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四半期営業利益四半期売上高

（ご参考）四半期の売上高・営業利益

4,572 
5,867 6,446 6,540 7,062 

5,201 

6,994 6,982 7,675 7,778 
5,286 

7,273 6,697 
7,199 

7,748 
5,165 

6,034 6,188 
6,157 

7,098 

20,226

26,169 26,315
27,574

29,688

22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期

1Q 2Q 3Q 4Q

151 122
328

443 537149

480

745
694

762

221

840

513
604

666

116

302
239

304

359

638

1,746
1,827

2,047

2,325

22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期

1Q 2Q 3Q 4Q
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6,240 

7,287 7,054 

6,009 

6,897 
7,564 7,512 

6,880 

190 

256 

109 

131 
145 

147 

165 

213 235 

218 6,540 

7,675 
7,199 

6,157 

7,062 

7,778 7,748 
7,098 

25/3期１Q 25/3期2Q 25/3期3Q 25/3期4Q 26/3期１Q 26/3期2Q 26/3期3Q 26/3期4Q

プラスチック成形事業 精密プレス事業 プリント基板事業 合計

（ご参考）四半期のセグメント別売上高

セグメント別売上高
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沿革

1970年ー1990年代

1970年 株式会社に改組し、

武藤合成株式会社を設立

1975年 ▎ソニー(株)と取引開始

1985年 東立精工株式会社を吸収合併、

金型製造を内製化。商号をムトー精工

株式会社へ変更

1988年 株式会社花田製作所を吸収合併。

金型部門を拡充

1995年 子会社ムトーベトナム

CO.,LTD.設立

(現・連結子会社)

ジャスダック証券取引に株式を上場

2022年 東京証券取引所の

市場区分見直しにより、

スタンダード市場へ移行

テックフォルテ工場稼働

(岐阜県)

2025年

2020年代

92/8 94/8 96/3 98/3 00/3 02/3 04/3 06/3 08/3 10/3 12/3 14/3 16/3 18/3 20/3 22/3 24/3 26/3

▎岐阜県各務原市に川崎工場
(現・岐阜工場) を開設

1991年 岐阜第2工場稼働

1997年 岐阜第3工場稼働

2000年代

2000年 ▎子会社ムトーシンガポールPTE 

LTD設立(2025年清算予定)

2003年 ▎子会社大英エレクトロニクス

(株)を買収 (現・連結子会社)

2004年

▎子会社ムトーテクノロジーハノイ

CO.,LTD設立

(現・連結子会社)

▎子会社武藤香港有限公司

設立(2023年清算)

2005年

子会社タチバナ精機(株)

を買収（2024年売却)

2007年

▎岐阜第4工場稼働

▎関連会社豊武光電（蘇州）

有限公司設立（現・連結子会社） 東京営業所を現在地(千代田区)へ移転

2010年代

2010年 大阪証券取引所 JASDAQ

(スタンダード) に株式上場

子会社ムトー(タイランド)

CO.,LTD.設立

(現・連結子会社)

2012年

2016年

2019年 岐阜第5工場稼働

2024年 (株)第一精工舎と業務

提携契約を締結

子会社ムトーベトナムCO.,LTD.設立

子会社ムトーテクノロジーハノイ

CO.,LTD設立

子会社ムトー(タイランド)CO.,LTD.設立

296億円

（期）

子会社タチバナ精機(株)を買収

子会社ムトーシンガポールPTE LTD設立

売上高

関連会社豊武光電(蘇州)有限公司設立

子会社大英エレクトロニクス(株)を買収

テックフォルテ工場稼働
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本資料に関するお問い合わせ

ムトー精工株式会社

取締役財務担当

金子 貞夫

T E L   058-371-1100

問い合わせ   https://www.muto.co.jp/contact

U R L   https://www.muto.co.jp/

本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点での弊社の判断であり、

その正確性を保証するものではなく、今後、予告なしに変更される事があります。

万が一この情報に基づいて被ったいかなる損害についても、弊社及び情報提供者は

一切責任を負いませんのでご承知おきください。
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